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・人　口　男　2,874人（－　８　）�
　　　　　女　3,184人（－19）�
　　　　　計　6,058人（－27）�
・世帯数　　　1,757戸（＋13）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（３月１日現在）�

だ　よ　り�
（２／21～３／20)

慶　弔�

�

■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■ふれあいスポーツ館………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

1,134人（ 人)�

21人（ 355人)�

1,462人（ 人)�

584人（8,328人)�

0人（3,879人)�

971人（3,184人)�

1,459人（ 人)�

0人（ 人)�

1,754人（ 人)�

70ｔ（ 930ｔ)�

93s（1,100s)

施設の利用状況（２月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

伊藤　朱里（健一、真紀・二女）赤　沢�

浅野　光汰（憲一、美佐・二男）今　戸�

森田　玲衣（光晴、佳美・二女）小今戸�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　半田　嘉英　羽　立�
�三浦真寿美　五城目町　羽　立（羽　立)�

　鈴木　　正　街　道�
�菅原　美穂　昭和町　街　道（街　道)�

　鈴木　幸彦　雄勝町�
�白川　直子　街　道　街　道（街　道)�

■お悔やみ申し上げます。�

伊　藤　タ　カ（95歳･孝　夫）上　村�

伊　藤　ヒサ子（75歳･　潔　）田　中�

千　葉　金　治（75歳･本　人）赤　沢�

アカ　リ�

コウ　タ�

　レ　イ�

■地域福祉基金へ�

・羽立町内の桜庭敬雄さんより、亡父

金太郎さんの香典返しとして３万円。�

・埼玉県本庄市の半田亨さんより、亡

父　勇さんの香典返しとして10万円。�

■さくら苑へ�

・街道町内の渡辺ユキエさんより、�

　雑巾60枚。�

“ありがとうございました”�

善　意�

19,912

20,632

12,638

17,803

18,120

　（新本籍）　（新住所）�

ま
た
桜
の
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

急
に
暖
か
く
な
っ
て
、
桜
前
線
の
北
上
が
早

ま
っ
た
と
思
い
き
や
寒
さ
が
ぶ
り
返
し
、
少
し

停
滞
気
味
。
秋
田
に
到
達
す
る
の
は
四
月
中
旬

に
な
り
そ
う
だ
と
か
。
桜
は
眩
い
ば
か
り
の
豪

華
絢
爛
さ
と
潔
く
散
り
ゆ
く
も
の
悲
し
さ
が
同

居
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
月
、
長
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先

輩
た
ち
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
何
気
な
く
過
ご

し
た
日
々
が
思
い
出
さ
れ
て
、「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
で
は
言
い
尽
く
せ
ぬ
も
の
が
去
来
し
ま

す
。い

よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
町
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
年
に
な
り

そ
う
で
す
。
町
村
合
併
を
ど
う
す
る
か
、
方
向

を
は
っ
き
り
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
当
初
予
算
は
い

つ
か
し
ら
、
緊
縮
が
大
前
提
の
予
算
編
成
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
会
は
少
し
ず
つ
で
す

が
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
の
で
す
が
…
。

緊
縮
予
算
な
が
ら
、
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
た

り
、
癒
し
た
り
す
る
事
業
の
展
開
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
五
回
目
を
記
念
す

る
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
国
花
苑
に
桜
が
植
え

ら
れ
て
三
十
有
余
年
、
桜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
み
ん
な
が
心
を
一
つ

に
し
て
、
成
功
裡
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

い

編集雑記�

日
々
、
仲
間
同
士
、
大
会
を
通
し
て
親
睦
を

図
る
よ
い
機
会
で
も
あ
る
。
野
球
は
町
内
の

得
意
と
す
る
競
技
で
も
あ
り
熱
が
入
る
。
昨

年
は
優
勝
。
数
々
の
賞
状
が
公
民
館
の
掲
額

欄
を
満
杯
に
し
て
い
る
。
町
内
み
ん
な
の
誇

り
で
も
あ
る
。

一
昨
年
（
平
成
十
四
年
）
は
町
の
配
慮
で

公
民
館
が
立
派
に
完
成
し
た
。

各
種
会
合
、
婦
人
会
の
料
理
講
習
と
利
用

も
増
え
て
、
み
ん
な
で
大
切
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

立
地
的
に
は
役
場
、
農
協
に
程
な
く
、
保

健
施
設
や
井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
も
近

い
。
何
よ
り
も
、
近
く
に
「
ス
ー
パ
ー
ア
マ

ノ
」
が
開
店
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
当
に
便

利
に
な
り
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ど
こ
も
同
じ
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
む
か

え
、
少
し
淋
し
さ
も
あ
る
が
、
各
種
活
動
と

様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
活
気
あ
る
町
内
に

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

中
村
は
下
村
と
一
緒
の
町
内
会
で
あ
る
。

生
産
組
合
、
婦
人
会
（
平
成
十
二
年
に
下
村

支
部
と
合
併
）
活
動
、
育
成
会
、
町
民
運
動

会
、
桑
名
旗
争
奪
野
球
大
会
は
、
小
竹
花
町

内
会
と
共
に
活
動
を
す
る
。

五
月
五
日
は
子
供
の
日
。
そ
し
て
祭
典
で

も
あ
る
。
こ
の
日
は
育
成
会
が
主
体
と
な
り
、

子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
保
育
園

児
か
ら
中
学
生
ま
で
、
神
輿
を
引
い
て
町
内

を
練
り
歩
く
。

ハ
チ
マ
キ
、
半
て
ん
姿
で
掛
け
声
を
し
、

跳
ね
た
り
す
る
様
は
将
来
が
楽
し
み
で
あ

る
。
定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
十
八
年
頃

に
、
町
内
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
神
輿
を
担

い
だ
の
が
始
ま
り
と
記
憶
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
る
桑
名
旗
争
奪
野
球

大
会
は
、
お
互
い
語
り
合
う
機
会
の
少
な
い

町
内
会
親
睦
旅
行

～町内だより�
〈12〉

中
下
村

思
い
や
り
、
助
け
合
い
で

和
気
あ
い
あ
い

文：渡部モト子さん



地方交付税地方交付税�
1313億2,0632,063万円万円�
（44.544.5％）％）�

町債町債�
4億8,3018,301万円万円�
（16.316.3％）％）�

民生費民生費�
5億7,2117,211万円万円�
（19.319.3％）％）�

総務費総務費�
3億5,6345,634万円万円�
（12.012.0％）％）�

土木費土木費�
3億8,0418,041万円万円�
（12.812.8％）％）�

衛生費衛生費�
2億4,4894,489万円万円�
（8.38.3％）％）�

公債費公債費�
5億8,1138,113万円万円�
（19.619.6％）％）�

教育費教育費�
3億2,5492,549万円万円�
（11.011.0％）％）�

農林水産業費農林水産業費�
2億6,4746,474万円万円�
（8.98.9％）％）�

町税町税�
4億340340万円万円�
（13.613.6％）％）�

消防費消防費�
1億3,5213,521万円万円（4.64.6％）％）�

地方交付税�
13億2,063万円�
（44.5％）�

町債�
4億8,301万円�
（16.3％）�

県支出金　　　�
1億2,867万円�
（4.3％）�

民生費�
5億7,211万円�
（19.3％）�

総務費�
3億5,634万円�
（12.0％）�

土木費�
3億8,041万円�
（12.8％）�

衛生費�
2億4,489万円�
（8.3％）�

公債費�
5億8,113万円�
（19.6％）�

教育費�
3億2,549万円�
（11.0％）�

消防費�
1億3,521万円（4.6％）�

商工費�
392万円（0.1％）�

農林水産業費�
2億6,474万円�
（8.9％）�

議会費　8,876万円（3.0％）�

労働費　697万円（0.2％）� 予備費　500万円（0.2％）�
災害復旧費・諸支出金�

3万円（0.0％）�

国庫支出金　�
1億361万年�
（3.5％）�

地方消費税交付金�
4,700万円（1.6％）�

地方譲与税�
5,324万円（1.8％）�

その他交付金（1.1％）�
・利子割交付金�
・配当割交付金�
・株式等譲渡所得割交付金�
・自動車取得税交付金�
・地方特別交付金�
・交通安全対策特別交付金�

�
300万円�
37万円�
10万円�

1,400万円�
1,000万円�
90万円�

町税�
4億340万円�
（13.6％）�

繰入金�
8,147万円（2.7％）�

諸収入�
5,656万円（1.9％）�

分担金及び負担金�
1,217万円（0.4％）�

寄付金�
1,281万円（0.4％）�

使用料及び手数料　8,633万円（2.9％）�

財産収入�
1億4,774万円（5.0％）�

平
成
十
六
年
度�

自主財源�

依存財源�

　
　
　
　
　
二
十
九
億
六
千
五
百
万
円�

歳　入�

歳　出�
（目的別）�
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国
の
基
本
施
政

今
年
度
の
国
の
予
算
編
成
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
改
革
断
行
予
算
」
と
い

う
基
本
路
線
を
継
続
し
、
地
方
財
政

に
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
基
本
的

方
向
を
示
し
、
国
庫
補
助
負
担
金
の

縮
減
、
所
得
譲
与
税
等
を
創
設
、
税

源
移
譲
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す

が
、
基
幹
税
の
税
源
移
譲
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
、
臨
時

財
政
対
策
債
も
減
と
な
り
、
地
方
財

政
計
画
の
総
額
が
抑
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
財
源
不
足
に
陥
り
、

基
金
の
取
崩
し
、
事
業
の
延
伸
、
事

務
事
業
の
廃
止
や
削
減
等
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
下

平
成
十
六
年
度
の
本
町
の
一
般
会

計
の
当
初
予
算
は
、
二
十
九
億
六
千

五
百
万
円
（
昨
年
比
六
・
三
ポ
イ
ン

ト
増
）
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
平
成
七
・
八
年
度
に
借
り
入
れ

た
満
期
一
括
償
還
に
よ
る
減
税
補
て

ん
債
の
借
換
債
も
含
ま
れ
ま
す
が
、

経
常
経
費
の
削
減
を
進
め
る
と
と
も

に
、
人
件
費
の
抑
制
や
事
務
事
業
の

見
直
し
、
事
業
の
効
率
的
施
行
を
推

進
す
る
等
、
行
財
政
改
革
に
積
極
的

に
取
り
組
む
一
方
、
懸
案
と
な
っ
て

い
ま
し
た
「
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
」

一
般
会
計
当
初
予
算
額
二
十

九
億
六
千
五
百
万
円
の
う
ち
、

自
主
財
源
は
二
十
六
、
九
％
の

八
億
四
十
八
万
円
、
依
存
財
源

は
七
十
三
、
一
％
二
十
一
億
六

千
四
百
五
十
三
万
円
で
す
。

い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

町
で
も
新
年
度
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
町
で
は
地
域
づ
く
り
の

拠
点
で
あ
る
各
町
内
の
公
民
館
分
館
・
集
会
所
の
整
備
を
引
き
続

き
行
い
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
農
道
」

の
整
備
に
向
け
て
着
手
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
十
九
億
六
千
五
百
万
円

で
、
昨
年
度
に
比
べ
て
一
億
七
千
五
百
万
円
増
（
昨
年
比
六
・
三

ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
は
対
前
年
比

で
六
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
て
お
り
、
四
年
連
続
で
減
少
と
い

う
厳
し
い
状
況
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
面
、
町
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
五
城
目

町
・
八
郎
潟
町
と
の
合
併
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

合
併
協
議
会
や
新
町
の
名
称
を
選
出
す
る
た
め
の
小
委
員
会
な
ど

が
回
を
重
ね
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
抱
え

る
重
要
な
課
題
は
、
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
本
格
的
に
協
議
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
み
ん
な
が
英
知
を
出
し
合
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
、
従
来
以
上
に
「
美
し
い
町
　
楽

し
い
町
　
健
康
な
町
」
を
目
指
し
、「
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や

「
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
を
開
催
し
、
文
化
の
薫
り
高
い
町

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

町
政
運
営
の

基
本
方
針
よ
り

住
み
よ
い
町
へ�

平成�

16�
年　度�
スタート�
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新
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
課
題
解
決
の

方
策
等
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
。広

報
公
聴
活
動
の
推
進

従
来
か
ら
「
広
報
い
か
わ
」
で
は
、

単
に
行
事
の
報
告
だ
け
で
は
な
く
、

複
眼
的
に
ま
ち
の
様
子
を
捉
え
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
欲
を
伝
え
る

と
と
も
に
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
町
内
の
様
子
や

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
積
極
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
町

の
皆
様
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

有
線
放
送
に
よ
る
即
時
性
の
利
点
を

生
か
し
、
定
時
放
送
で
漫
然
と
情
報

を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
最
も
必
要

と
し
て
い
る
情
報
を
伝
え
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
パ
タ
ー
ン
の

変
化
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
も
急
速
に
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
早
く
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的
な
展
開
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
、
小
学

校
に
各
教
室
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
設
備
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム

を
設
置
し
、
情
報
教
育
の
推
進
や
充

実
を
図
り
ま
す
。
一
方
、
職
員
自
ら

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
画
し
、
町

内
会
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等

を
通
し
て
、
も
っ
と
も
新
し
い
情
報

を
提
供
す
る
一
翼
を
担
う
よ
う
意
識

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
出
産
休
暇
終
了
直
後
か
ら
の
保
育
や
午
後
七
時
ま

で
の
延
長
保
育
の
実
施

・
保
育
料
の
軽
減
実
施

・
小
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
（
各
教
室
へ

パ
ソ
コ
ン
設
置
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム

の
設
置
等
）

一
千
八
百
万
円

・
小
学
校
児
童
の
机
及
び
椅
子
を
更
新
（
未
設
置
全

学
年
）

二
百
八
万
円

・
中
学
校
生
徒
の
机
及
び
椅
子
を
更
新
（
全
学
年
）

三
百
三
十
万
七
千
円

・
宇
治
木
公
民
館
建
設
事
業
費一

千
二
百
六
十
三
万
円

・
羽
立
公
民
館
建
設
事
業
費

一
千
四
百
七
十
三
万
五
千
円

・
泉
岳
集
会
所
外
壁
改
修
工
事
　
　
　

三
百
万
円

・
武
道
館
屋
根
改
修
事
業
　
　

一
千
八
十
四
万
円

・
体
育
館
屋
根
塗
装
事
業
　
　

二
千
七
万
四
千
円

・
野
球
場
ナ
イ
タ
ー
整
備
事
業
　
　
　
　

百
万
円

・
柔
道
用
畳
五
十
畳
購
入
費
　
　

百
六
十
七
万
円

・
町
史
編
さ
ん
事
業
（
執
筆
謝
礼
、
町
史
編
集
業
務

委
託
費
等
）

三
百
五
十
五
万
円

・
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
導
入
費
補
助
金

五
百
六
十
三
万
六
千
円
（
う
ち
町
単
独
百
三
十
万

円
）

・
Ｊ
Ａ
の
穀
物
貯
蔵
施
設
建
設
費
補
助
金

一
千
三
十
三
万
六
千
円

・
基
盤
整
備
助
成
補
助
金

一
千
五
百
七
十
五
万
円

・
重
点
作
物
（
大
豆
）
振
興
費
補
助
金一

千
二
百
万
円

・
地
域
調
整
推
進
費
補
助
金
　
　
　

八
十
二
万
円

・
老
朽
た
め
池
整
備
や
圃
場
整
備
事
業
等
県
営
事
業

の
推
進
　
　
　
　

一
千
七
百
五
十
一
万
九
千
円

・
い
こ
い
の
森
整
備
　
　

六
百
八
十
六
万
七
千
円

・
新
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
保
全
対
策
事
業
費

四
百
九
十
五
万
円

・
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
及
び
日
本
国
花
苑
管
理
費

三
千
六
百
六
十
二
万
五
千
円

・
バ
ラ
園
の
整
備
、
国
道
二
百
八
十
五
号
線
出
入
口

の
改
修
等
　
　
　
　
　
　

六
百
十
二
万
七
千
円

・
林
道
開
設
負
担
金
　
　

三
百
七
十
八
万
四
千
円

・
松
く
い
虫
防
除
費
　
　

五
百
三
十
一
万
一
千
円

の
着
工
等
に
合
わ
せ
、
町
道
「
今
戸

飯
田
川
線
」
の
地
方
特
定
道
路
整
備

事
業
に
着
手
す
る
等
、
総
計
予
算
主

義
に
の
っ
と
り
編
成
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
広
域
廃
棄
物
対
策
の
今
後

の
進
展
や
、
執
筆
を
開
始
し
て
い
る

町
史
の
印
刷
製
本
費
等
、
予
算
編
成

ま
で
に
確
定
で
き
な
か
っ
た
事
業
に

は
、
そ
の
緊
急
性
や
重
要
性
を
見
極

め
て
対
応
し
ま
す
。

３
町
合
併
問
題

こ
れ
ま
で
の
協
議
は
新
町
建
設
計

画
や
組
織
機
構
、
三
町
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
課
題
等
重
要
な
案
件
に
つ
い

て
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、

今
後
各
分
野
に
お
い
て
本
格
的
な
協

議
が
展
開
す
る
の
は
四
月
、
五
月
、

六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
協
議
会
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
十
月
に
策
定
し
た
、
三
町
そ
れ
ぞ

れ
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び

合
併
し
た
場
合
の
財
政
効
果
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
の
地
方
交
付
税
の
減

額
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
が
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
平

成
十
五
年
度
の
決
算
見
込
み
や
平
成

十
六
年
度
の
予
算
に
基
づ
い
て
再
策

定
を
せ
ま
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
町
民
の
皆
様
に
は
合

併
協
議
会
だ
よ
り
や
広
報
い
か
わ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
逐
次
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
協
議
会
は
公
開

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
自
由
に
傍

聴
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
例
年

開
催
す
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
も
、

・
八
郎
湖
岸
美
化
事
業
費
　
　

三
百
四
十
三
万
円

・
街
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
費

三
百
二
十
万
円

・
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
実
製
作
・
設

置
費
及
び
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

三
千
三
百
八
十
九
万
二
千
円

・
上
水
道
老
朽
管
更
新
事
業（
大
平
橋
か
ら
浄
水
場
）

八
千
五
百
八
十
九
万
円

・
循
環
器
健
診
及
び
が
ん
検
診
等
の
老
人
保
健
事
業

一
千
九
百
九
十
九
万
二
千
円

・
母
子
衛
生
費
（
妊
婦
健
康
診
査
八
回
、
歯
科
健
康

診
査
一
回
の
無
料
化
等
）

三
百
十
三
万
一
千
円

・
高
額
療
養
費
（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し

て
）
貸
付
基
金
　
　
　
　
　
　
　
　

三
百
万
円

・
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

四
千
八
百
五
十
五
万
一
千
円

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

一
千
四
百
六
十
一
万
四
千
円

・
身
体
障
害
者
療
護
施
設
建
設
費
補
助
金

二
百
十
八
万
七
千
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費
等
補
助
金

一
千
百
七
十
二
万
一
千
円

・
葹
田
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
（
川
原
地
内
管
渠

工
事
）

三
千
九
百
万
円

・
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
（
洲
崎
橋
か
ら
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ま
で
の
路
線
）
に
対
す

る
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
四
百
万
円

・
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
（
国
道
七
号
の
交
差
点

部
分
及
び
町
道
今
戸
飯
田
川
線
）
用
地
取
得
費

等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
二
十
五
万
円

・
仲
台
一
号
線
改
良
及
び
舗
装
事
業

一
千
九
百
五
十
万
円

・
町
道
今
戸
海
老
沢
線
の
拡
幅
改
良
工
事

五
千
八
百
八
十
万
円

・
新
屋
敷
九
号
線
（
さ
く
ら
町
内
西
側
）
防
雪
柵
設

置
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
七
百
万
円

・
大
倉
三
号
線
改
良
舗
装
工
事
　

二
百
二
十
万
円

・
小
今
戸
七
号
線
改
良
舗
装
工
事

三
百
九
十
六
万
円

・
小
今
戸
堤
防
線
の
舗
装
工
事
　
五
百
二
十
五
万
円

・
小
泉
三
号
線
の
側
溝
整
備
工
事

四
百
八
万
円

・
町
営
住
宅
の
外
壁
改
修
工
事
等百

九
十
四
万
四
千
円

・
第
七
分
団
消
防
器
具
置
場
整
備
工
事百

四
万
四
千
円

平成16年度�

予算　総額�
　57億3,143万円�
一般会計�
特別会計�
企業会計�

29億6,500万円�
24億9,923万円�
2億6,720万円�

「

水
清
ら
か
に
住
み
よ
く

や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

「

緑
さ
わ
や
か

発
展
培
う
ま
ち
づ
く
り
」

「

心
豊
か
に
個
性
あ
ふ
れ
る

ひ
と
づ
く
り
」

「

人
す
こ
や
か
に

生
き
が
い
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

国民健康保険事業特別会計
予算額　５億６,４７０万円

自営業や退職された方の医療費を
国と加入者のみなさんで負担しあ
います。

介護保険事業特別会計
予算額　　 ４億３８４万円
介護保険制度の経費です。介護サ
ービス費の本人負担を除いた費用
を事業者に支払います。

井川町診療所特別会計
予算額　１億８,２２０万円

町民の医療を担う中核施設として
の診療所の予算です。

老人保健特別会計
予算額　７億３,７８４万円

70歳以上の人の医療費を支出して
います。

特別会計と企業会計の予算です。
国保や下水道など特定の事業に関
する運営経費をまかなうのが「特
別会計」。
井川町には８つの特別会計があり
ます。
その事業のみで独立採算を図る
「企業会計」。水道事業がこれに当
たります。

下水道事業特別会計
予算額　２億２,６１０万円

下水道が整備され、その維持・管
理費用です。

介護認定事業特別会計
予算額　３,８４５万円

介護保険制度の要介護認定を行う
ための経費を支出します。

農業集落排水事業特別会計
予算額　　　８,９６０万円

川原地区の工事を行います。

介護サービス事業特別会計
予算額　２億５,６５０万円

特別養護老人ホーム、ショートス
ティ、デイサービスなどの介護サ
ービスの委託料です。

水道事業特別会計

収益的支出　１億３,０５９万円

資本的支出　１億３,６６１万円

安心して飲める水を供給するため
の予算です。大平橋から浄水場ま
での配水管を整備します。
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に
よ
り
着
実
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
事
業
の
推
進
等
、
ま
ち
づ
く
り

を
遅
滞
な
く
展
開
で
き
る
よ
う
望
ん
で

い
ま
す
。

な
お
、「
新
町
の
名
称
」
は
、
県
内
外

か
ら
三
千
三
百
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
、
名
称
候
補
選
定
小

委
員
会
で
十
点
ほ
ど
選
定
し
、
協
議
会

で
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
町
の
合
併
協
議
に
合
わ
せ

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
に
つ
い

て
も
協
議
を
進
め
る
た
め
、
去
る
十
二

月
二
十
四
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
合
併

協
議
会
を
設
立
し
、
三
町
の
合
併
基
本

五
項
目
に
相
当
す
る
合
併
の
方
式
、
期

日
、
名
称
、
事
務
所
の
位
置
、
財
産
の

取
り
扱
い
や
定
款
、
事
務
局
機
構
、
各

種
事
業
及
び
会
費
等
に
つ
い
て
協
議
を

す
す
め
ま
す
。

男
鹿
市
役
所
旧
庁
舎
に
、
八
郎
湖
周

辺
六
市
町
村
廃
棄
物
対
策
協
議
会
事
務

局
を
設
置
し
て
、
準
備
を
進
め
て
い
る

状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
若
美
町
野
石
字
二
ツ
森

地
区
に
施
設
整
備
を
進
め
る
た
め
、
建

設
予
定
地
域
で
の
説
明
会
の
開
催
や
施

設
見
学
会
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
申
川
町
内
お

よ
び
宮
沢
町
内
の
二
町
内
か
ら
は
同
意

を
得
た
も
の
の
、
一
月
下
旬
に
、
八
ツ

面
町
内
か
ら
町
内
会
館
整
備
や
下
水
道

整
備
等
、
口
頭
に
よ
る
八
項
目
の
要
望

と
し
て
約
八
千
万
円
が
国
か
ら
一
括
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
昨
年
末
に
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
を
開
催
し
、
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
関
す
る
対
応
を
協
議
い
た

し
ま
し
た
。
交
付
要
件
に
つ
い
て
基
準

を
定
め
、
地
域
の
実
情
と
こ
れ
ま
で
の

経
過
等
十
分
配
慮
し
、
振
興
対
象
作
物

の
選
定
及
び
概
算
の
交
付
金
額
を
各
農

家
に
提
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
面
積
が

確
定
し
し
だ
い
、
再
度
協
議
会
を
開
催
し

て
成
案
を
ま
と
め
、
県
と
協
議
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
五
回
に
わ
た
り
合
併
基
本

五
項
目
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し

た
。今

後
は
、
合
併
協
定
項
目
と
と
も
に

新
町
建
設
計
画
の
策
定
、
組
織
機
構
等
、

新
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
案
件
が
協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本
町
で
は
、
町
民
の
生
活
に
不
便
を

来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
な
組
織
機
構
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
総
合
振
興
計
画

平
成
十
六
年
度
の
生
産
調
整
に
つ
い

て
は
転
作
面
積
の
配
分
か
ら
、
米
の
生

産
数
量
の
配
分
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
町

に
配
分
さ
れ
た
米
の
生
産
数
量
は
四
千

七
百
四
十
四
㌧
、
作
付
面
積
換
算
で
は

八
百
三
十
三
・
七
㌶
、
昨
年
対
比
で
三

十
㌶
ほ
ど
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
農

家
へ
一
律
配
分
し
、
現
在
、
計
画
面
積

の
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
転
作
に
係

わ
る
助
成
金
は
、
産
地
づ
く
り
交
付
金

り
、
こ
の
傾
向
は
、
新
年
度
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
強
化
の

一
環
と
し
て
、
新
年
度
か
ら
各
階
層
と

も
国
の
保
育
徴
収
金
額
か
ら
二
十
％
を

減
じ
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
は
、
六
十
名
（
前
年
比
五
名

増
）
の
入
園
で
、
教
諭
三
名
で
保
育
に

あ
た
り
ま
す
が
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の

一
体
保
育
を
実
施
し
、
多
様
化
さ
れ
た

保
育
需
要
に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。

小
学
校
は
児
童
数
三
百
三
十
三
名
、

学
級
数
十
五
学
級
（
う
ち
特
殊
学
級
が

三
学
級
）
で
、
校
長
を
含
め
二
十
二
名

（
前
年
比
同
数
）
の
配
置
内
示
を
受
け
て

い
ま
す
。

中
学
校
は
生
徒
数
百
七
十
二
名
、
六

学
級
で
、
校
長
を
含
め
十
六
名
の
配
置

内
示
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
県

の
小
人
数
学
習
推
進
事
業
で
、
臨
時
講

師
や
非
常
勤
講
師
の
加
配
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、

米
価
の
高
騰
な
ど
を
勘
案
し
て
、
今
年

度
は
給
食
費
を
五
円
ア
ッ
プ
し
、
小
学

カ
所
を
往
復
す
る
等
の
繁
雑
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
町
が
基
金
を
設
置
し
、
資
金

の
貸
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
務
の

一
元
化
と
利
用
者
の
利
便
性
を
図
り
ま

す
。本

町
の
診
療
所
で
は
職
員
に
対
す
る

休
憩
・
休
日
の
確
保
や
宿
直
手
当
の
額

等
秋
田
労
働
基
準
監
督
署
よ
り
改
善
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
検
討
し
た
結

果
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の
宿
直
を
（
午

後
五
時
十
五
分
か
ら
翌
日
の
午
前
八
時

三
十
分
ま
で
）
四
月
一
日
よ
り
廃
止
し
、

宿
日
直
手
当
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も

対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
宿
直
と

土
・
日
曜
日
の
日
直
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
六
年
度
保
育
所
の
入
所
者
は

九
十
二
名
（
前
年
比
四
名
増
）
で
、
十

一
名
の
保
育
士
で
保
育
に
あ
た
り
ま
す
。

乳
児
保
育
、
居
残
り
保
育
、
障
害
児
保

育
、
出
産
休
暇
終
了
直
後
か
ら
の
保
育

や
、
第
一
子
０
歳
児
の
保
育
料
を
無
料

と
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
年
度

途
中
に
０
歳
児
が
九
名
入
所
す
る
な
ど
、

低
年
齢
児
の
途
中
入
所
が
増
加
し
て
お

初
計
画
の
四
十
五
億
三
千
三
百
万
円
に

対
し
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
変
更
計

画
で
三
十
九
億
一
千
八
百
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
循
環
器
健
診
は
五

月
二
十
六
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
、
実

質
八
日
間
実
施
し
ま
す
。

新
年
度
は
、
日
中
仕
事
等
の
都
合
で

受
診
が
困
難
と
思
わ
れ
る
五
十
九
歳
以

下
の
男
性
を
対
象
に
、
二
日
間
の
予
定

で
、
夜
間
の
健
診
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給
に
対
し
、
療
養

に
要
す
る
費
用
を
支
払
う
た
め
の
資
金

を
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
た
す
け
あ
い

資
金
貸
付
規
程
の
高
額
療
養
費
資
金
で
、

対
応
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
事

務
所
が
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
が
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
役
場
の
二

事
項
が
出
さ
れ
、
野
石
町
内
か
ら
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
建
設
反
対
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け

て
若
美
町
で
は
、
二
ツ
森
地
区
へ
の
建

設
に
つ
い
て
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、

今
後
、
地
域
を
変
更
し
て
、
建
設
用
地

を
定
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

前
期
実
施
計
画
三
年
目
の
十
五
年
度
実

績
見
込
額
は
、
計
画
額
の
五
億
八
千
四

百
万
円
に
対
し
、
十
七
・
六
％
増
の
六

億
八
千
七
百
万
円
の
投
資
見
込
み
と
な

り
ま
す
。

主
要
課
題
で
あ
る
「
水
　
清
ら
か
に

住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
　
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
十
七
・
六
％
増
の
四
億

四
千
二
百
万
円
で
、
今
戸
湖
東
線
側
溝

整
備
事
業
の
増
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
人
す
こ
や
か
に
生
き
が
い
育
む
　
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
二
十
三
％
増

の
四
千
八
百
万
円
で
、
ソ
フ
ト
事
業
等

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。「
緑
　
さ
わ
や

か
に
発
展
培
う
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
十

五
・
八
％
増
の
一
億
一
千
七
百
万
円
で
、

日
本
国
花
苑
整
備
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
心
　
豊
か
に
個
性
あ
ふ
れ
る
　
ひ
と
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
十
七
・
六
％
増

の
八
千
万
円
で
、
地
区
分
館
整
備
に
よ

る
増
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
前
期
実
施
計
画
の
投
資
見
込

の
総
額
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
当

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

循
環
器
健
診

第
三
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画

前
期
実
施
計
画

井
川
町
高
額
療
養
費
貸
付

資
金
基
金
条
例
の
制
定

井
川
町
診
療
所
の

土
・
日
曜
日
の
宿
直
廃
止

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
及
び

小
・
中
学
校
の
入
所
・
入
学
状
況

五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
と
の
合
併

一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理

行
政
報
告
要
旨

三
月
定
例
議
会
が
三
月
四
日
か
ら
十
一
日

ま
で
八
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
四

日
の
本
会
議
で
は
、
町
長
が
行
政
報
告
を
述

べ
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
改
選
後
初
の
定
例
議
会
と
あ

っ
て
、
五
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

ま
た
傍
聴
席
の
町
民
の
方
々
は
、
質
問
や
答

弁
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
十
六
年
度
当

初
予
算
、
条
例
の
改
正
や
平
成
十
五
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
三
十
二
案
件
。
予
算

特
別
委
員
会
な
ど
の
審
議
を
経
て
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
行
政
報
告
、
可
決
さ
れ
た
案
件
の

中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議　　�
　　会�
議　　�
　　会�

３月定例会�
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議
員
の
改
選
を
う
け
た
三
月
定

例
会
は
幅
広
い
分
野
で
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。
わ
け
て
も
印

象
深
い
の
は
現
実
課
題
と
な
っ
て

い
る
町
村
合
併
に
ど
う
対
応
す
る

か
に
つ
い
て
改
選
前
と
比
較
す
れ

ば
慎
重
論
が
目
立
っ
た
こ
と
だ
。

五
人
の
一
般
質
問
者
の
大
半
が
合

併
の
決
定
に
際
し
、
自
立
計
画
案

を
示
す
と
同
時
に
住
民
投
票
を
採

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
主

張
だ
っ
た
。
重
い
テ
ー
マ
だ
け
に

民
意
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
は
筋

論
と
し
て
は
当
然
だ
が
、
何
よ
り

も
選
挙
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
住
民
の
合
併
に
対
す
る
不
安
、

情
報
不
足
に
対
す
る
不
満
を
反
映

し
た
結
果
だ
と
受
け
と
め
た
い
。

合
併
協
議
会
は
こ
れ
ま
で
基
本

五
項
目
（
①
合
併
の
方
式
②
庁
舎

の
位
置
③
町
名
④
議
員
の
定
数
と

任
期
⑤
財
産
の
引
き
継
ぎ
）
を
中

心
に
議
論
を
し
て
き
た
。
合
併
申

請
の
必
要
要
件
で
、
い
わ
ば
事
務

手
続
き
だ
。
住
民
に
と
っ
て
最
も

必
要
な
情
報
は
新
町
の
建
設
計
画

や
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
行
政
機
構
の

あ
り
方
、
地
域
課
題
に
ど
う
対
応

す
る
か
な
ど
具
体
的
な
判
断
材
料

だ
。
事
務
レ
ベ
ル
で
詰
め
を
急
い

で
い
る
が
、
ま
だ
公
表
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
以

前
に
示
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
三
位
一
体
改
革
の
結
果
、

地
方
交
付
税
や
そ
の
不
足
分
を
補

う
臨
時
財
政
対
策
債
（
借
金
）
が

十
六
年
度
で
大
幅
カ
ッ
ト
さ
れ
、

全
面
見
直
し
が
必
要
だ
。
更
に
町

づ
く
り
計
画
案
も
、
財
政
計
画
や

建
設
計
画
に
裏
付
け
さ
れ
な
け
れ

ば
住
民
に
と
っ
て
は
総
花
的
で
、

絵
に
描
い
た
餅
に
等
し
い
。
こ
う

し
た
手
直
し
も
あ
わ
せ
、
具
体
的

な
判
断
材
料
は
五
、
六
、
七
月
頃

に
順
次
に
論
議
さ
れ
る
、
と
思
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
は
互
い
に
長

所
も
弱
点
も
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、

そ
の
こ
と
は
具
体
的
に
は
私
に
も

未
だ
不
明
の
点
が
多
い
。
た
だ
、

合
併
十
年
後
に
は
人
口
が
二
万
人

を
割
る
可
能
性
も
高
く
、
人
口
減

少
の
ス
ピ
ー
ド
に
負
け
な
い
体
制

の
ス
リ
ム
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ム
ー
ド
先
行
の

合
併
論
議
か
ら
具
体
的
な
判
断
材

料
に
よ
っ
て
正
否
を
現
実
的
に
考

え
る
と
す
る
気
運
が
町
民
の
間
に

浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。
合
併
論
議
の
潮
目
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

町
と
し
て
も
、
協
議
会
で
の
論
議

の
経
過
、
具
体
的
な
資
料
な
ど
町

政
座
談
会
等
を
通
じ
提
供
す
る
。

ま
た
、
適
切
な
時
期
に
ア
ン
ケ
ー

ト
、
必
要
で
あ
れ
ば
住
民
投
票
も

視
野
に
入
れ
、
町
民
の
意
向
を
確

認
す
る
。

町
長
日
記
抄

齋
　
　

藤
　
　

正
　
　

　�

日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
平
成
十
五
年
度
の
消

防
功
労
者
と
し
て
、
次
の
方
々
が

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
・
勤
続
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

第
一
分
団
元
部
長
の
遠
藤
新
栄
治

校
二
百
五
十
円
、
中
学
校
三
百
十
円
に

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

児
童
生
徒
一
人
あ
た
り
の
負
担
は
年
間

で
概
ね
千
円
の
増
と
な
り
ま
す
。
今
後

と
も
一
層
、
食
に
関
す
る
学
習
活
動
を

重
視
し
、
健
康
的
な
食
習
慣
や
食
の
安

全
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

上
井
河
村
と
下
井
河
村
が
合
併
し
、

井
川
村
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
、
平
成

十
七
年
二
月
一
日
に
は
五
十
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
併
五
十
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
史
の
発
刊
や
石

彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
全
国
さ
く

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
、
今
年
度

か
ら
明
年
度
に
か
け
て
記
念
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
記
念
式
典
等
も
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

五
城
目
地
区

交
通
指
導
隊
連
合
会
表
彰

武
田
弘
子
さ
ん
は
、
平
成
十
年
に

交
通
指
導
隊
員
に
就
任
。
主
に
、
児

童
や
学
生
を
対
象
と
し
た
街
頭
や
交

通
安
全
教
室
で
の
指
導
に
あ
た
り
、

安
全
啓
発
活
動
や
事
故
防
止
に
努
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
表
彰

森
田
喜
一
郎
さ
ん
は
、
被
保
険
者

を
代
表
す
る
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
永
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
の

円
滑
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ん
、
第
五
分
団
副
分
団
長
鈴
木
稔

さ
ん
は
昭
和
四
十
九
年
か
ら
消
防
団

員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、
地
域

の
安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

鈴木　稔さん
（小　泉）

森田　喜一郎さん
（小今戸）

お
め
で
と
う�

み
な
さ
ん
の
が
ん
ば
り
が
認
め
ら
れ
ま
し
た�

彰�
表�

武 田　弘子さん
（今　戸）

■固定資産評価審査委員会委員に小林征雄さん（葹田）
が選任されました。

■次の特別職員を非常勤特別職から除きます。
・統計調査員
・集会所、児童館管理人
・幼稚園長
・老人福祉相談員

■平成15年度井川町一般会計に4,920万円を追加し予
算総額を29億9,820万円としました。
補正の主なものは、
・五城目町・八郎潟町・井川町合併協議
会負担金等　　　　　130万円減額
・生活バス路線等維持費補助金

772.7万円追加
・減債基金積立金　　　6,000万円追加
・老人福祉センター給水管整備工事等

90.4万円追加
・井川町診療所特別会計繰出金

2,889万円追加
・県営圃場整備井川東部地区負担金

555.5万円追加
・湖東地区行政一部事務組合負担金

488.8万円減額
・平成14年度債、借入額や借入日、借入利率確定、
一時借入金利子等公債費

276.2万円減額

■井川町国民健康保険事業特別会計に1,181.7万円を追
加し、予算総額を6億449万円としました。
補正の主なものは、
・一般被保険者療養給付費

1,000万円追加
・高額療養費　　　　　70万円追加
・診療所レセプト電算処理システム導入費繰出金

223.1万円追加

■井川町診療所特別会計を1,145.4万円を減額し、予算
総額を１億9,357万円としました。
補正の主なものは、
・診療収入　　　　　　4,255.5万円減額

■水道事業会計は、
・収益的収入を154.2万円を減額し、１億4,260.5万
円としました。
・水道事業費用34.2万円を追加
・資本的支出を139.3万円を減額し、
5,594.8万円としました。

■そのほか各特別会計は決算を見込んで補
正しました。

◆辺地対策事業
・仲台１号線改良工事
落札／12,663,000円　　 業者／（株）小林組

◆町道側溝改良工事
・新屋敷大川線（第１工区）
落札／2,289,000円　　　業者／高勇建設
・新屋敷大川線（第２工区）
落札／2,042,250円　　　業者／（有）センケン

◆塗装工事
・今戸児童館　
落札／1,030,118円　　　業者／昭塗装企業

・コミニティセンター
落札／626,323円　業者／昭塗装企業
・井内体育館
落札／499,675円　業者／塗装業伊藤幸
◆町民体育館器具庫改修工事
落札／874,709円　業者／丸三建設

井
川
町
誕
生
五
十
年
記
念
事
業

可決された主な案件

公共工事の発注状況

ま
ち
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
こ
つ
こ

つ
と
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。毎

日
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
き

な
輪
に
な
っ
て

〝
住
み
良
い
町
井
川
〞

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

遠藤　新栄治さん
（今　戸）

消
防
功
労

国
保
事
業
功
労

交
通
指
導
隊
功
労

第4回桜の森彫刻コンクール
準賞「花の雫」
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■■脳ドック■■

◇対象者 40歳以上70歳未満の方
（平成16年４月２日現在）

◇受診できない方
①平成13～15年度に町の助成を受けて受診したこと
のある方

②ペースメーカーを装着している方
③人工関節･人工骨頭･義手･針治療の置き針などをし
ている方

④手術などにより、金属類で縫合している方
◇医療機関 秋田県立脳血管研究センター
◇自己負担額 ①国保加入者　　１０，０００円

②国保以外の方　１５，０００円
◇募集人員 ①国保加入者　　２０人

②国保以外の方　２５人
◇受 診 日 受診日は脳研センターより指定されますの

で、後日脳研より通知します。
◇検査内容 尿、血液(貧血･血清蛋白･脂質･糖尿病･肝機

能･腎機能)、ＭＲＩ検査、ＭＲＡ検査、頸
動脈超音波検査、心電図、眼底、胸部Ｘ線
検査

井川町の保健事業の一環として、「脳ドック」「人間ドック」の受診希望
者を募集します。対象者は、検査結果を町に提供できる方です。提供いた
だいた検査結果は、保健師が行う健康相談や診療所での治療、疾病予防な
どの健康管理に役立てます。

■■人間ドック （国保加入者の方のみ対象）■■

◇対 象 者 30歳以上70歳未満の方
（平成16年４月２日現在）

◇受診できない方
平成14～15年度までに町の助成を受けて受診した
ことのある方
◇医療機関 ＪＡ秋田厚生連湖東総合病院
◇自己負担額 １０，０００円
◇募集人員 国保加入の方のみ　男性５人

女性５人
◇受 診 日 平成16年6月～平成17年2月まで

（受診月だけ希望できます）
◇検査内容 尿、身体測定、血圧、血液(貧血･脂質･血

糖･肝機能･腎機能)、心電図、眼底、胸部
Ｘ線検査、腹部超音波、各種癌検査(胃部･
婦人科)

申し込み・問い合わせ
募集期間はいずれも4月7日（水）～28日（水）まで
役場健康課（有線４４３２　℡８７４－４４１７)
受付時間は、午前8時30分から午後5時15分まで
（土、日、祭日を除く）

脳ドック､人間ドックを
受けてみませんか

こんなときに�
　　　届け出が必要です。�

他の市町村から転入してきたとき�

他の健康保険などをやめたとき�

生活保護をうけなくなったとき�

子どもが生まれたとき�

外国籍の人が入るとき�

→転出証明書、印かん�

→健保の離脱証明書、印かん�

→保護廃止決定通知書、印かん�

→保険証、母子健康手帳、印かん�

→外国人登録証明書�

　この時期は、進学・就職・転勤などで、引っ越しや転居が多くなります。�
次のようなことがありましたら14日以内に役場健康課国民健康保険係の窓口�
に届けましょう。�

国保に入るとき�
退職者医療制度に該当したとき�

退職者医療制度に該当しなくなったとき�

住所、世帯主、氏名などが変わったとき�

保険証をなくしたり、よごれて使えなくな�
ったとき�

長期出張などで別個の保険証がほしいとき�

修学のため、子どもが他の市町村に住むとき�

→年金証書、保険証、印かん�

→保険証、印かん�

→保険証、印かん�

→保険証、身分を証明するもの、�
　印かん�

→保険証、印かん�

→保険証、在学証明書、印かん�

その他�

他の市町村へ転出したとき�

他の健康保険などに入ったとき�

生活保護をうけることになったとき�

死亡したとき�

外国籍の人がやめるとき�

→保険証、印かん�

→国保と健保の保険証、印かん�

→保険証、保護開始決定通知書、印かん�

→保険証、死亡を証明するもの、印かん�

→保険証、外国人登録証明書�

国保をやめるとき�

国
保
の
窓
口�

道路側溝等の清掃による泥等は、大野地町内の旧ごみ処理場�
で処理いたします。�
受付時間：４月４日　午前5時30分～午前7時�
一斉清掃以外の個人のごみと思われるものは、引き受けませ�
んのでご注意ください。�

●町内の側溝、カーブミラー、ガードレール、�
　不法投棄箇所などの共同清掃。地区集会所�
　など共同利用施設の清掃�
●地域河川のクリーンアップ�
●ねずみや衛生害虫の発生源の除去�
●その他、地域の状況に応じて�

　　きれいで　快適な�
　　　　　　生活環境をつくろう�

【みんなでつくろう！きれいな秋田】�
秋田県では、4月を「あきた・クリ�
ーン強調月間」とし、今年は、4月�
11日（日）を「あきた・ビューティ�
フル・サンデー」としました。�
みんなで自宅のまわりなど、身近�
な環境をきれいにしましょう！�

全町一斉清掃･河川クリーンアップ�
　　　　4月4日（日）午前5時30分～�

4月
1日～7日

春季環境衛生週間

【役場関係職員】
・産業課長（健康課長）
・産業課主事（町民課主事）
・健康課長（水道課長補佐）
・水道課主任（総務課運転士）
・情報課主査（出納室主査）
・公民館主査（中学校校務係長）
・公民館主任（情報課主任）
・出納室参事（選管書記）
・選管書記（農業委員会主事）
・町民課係長（診療所係長）
・総務課運転主任（中学校主任校務員）
・中学校校務係長（小学校校務係長）
・小学校校務係長（診療所補助看護師）
・こどもセンター副園長（保）（同〈幼〉）
・こどもセンター係長（幼）（同主査〈保〉）
《新任》　・診療所看護師

・診療所准看護師
《退職》　・産業課長

・定住促進センター主査
・健康センター保健師
・診療所補助看護師
・給食センター主任調理員

【教育委員会】
転入　派遣スポーツ主事　菊地勇拓（男鹿南中）
転出　　　　 〃 鎌田拓也（払戸中）

【井川小学校】
G転入　教　諭　　安　藤　能布子（御野場小）

湊　　　優　子（大久保小）
安　田　真紀子（高清水小）
川　上　明　美（旭川小）
佐　藤　寿　芝（追分小）
渡　部　昭　子（金岡小）
桑　村　功　子（秋田東高）

G転出　教　諭　　畑　沢　千　景（払戸小）
堀　　　良　恵（出戸小）
宮　腰　　　勝（五城目小）
土　崎　龍　郎（出戸小）
畠　山　真喜子（能代第四小）

G退職　栄養士　　佐　藤　トモ子
【井川中学校】
G転入　教　頭　　小　松　　　忠（岩見山内中）

教　諭　　伊　藤　　　譲（出羽中）
鈴　木　　　衛（新規採用）
千　葉　彦　希（新規採用）
金　谷　正　裕（五城目一中）
武　田　　　憲（比内中）

G転出　教　頭　　三　浦　雄　一（下浜中）
教　諭　　関　　　純　子（天王南中）

渡　邊　一　幸（潟西中）
本　間　秀　徳（男鹿東中）
三　浦　　　正（男鹿南中）
近　藤　謙　一（岩城少年自然の家）
真　崎　敦　史（鳳中）

遠 藤 政 勝
湊 和 樹
伊 藤 弥 志 長
伊 藤 卓 也
菅 生 チ ヨ ミ
佐 藤 美 智 子
小 林 夏 子
伊 藤 律 子
伊 藤 佳 子
伊 藤 祐 幸
嵯 峨 国 男
藤 田 イ 子
中 山 弘 子
藤 田 孝 子
鈴 木 美 知 子
畠 山 千 春
工 藤 美 穂 子
三 浦 　 攻
斎 藤 良 治
岸 マ サ
一 関 節 子
藤 原 敬 子

（平成16年4月1日付）�



新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
新
鮮

な
気
持
ち
を
も
っ
て
意
欲
的
な
生
活

を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
新
鮮
な
意
欲
を
い
つ
ま
で

も
持
ち
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か

ら
「
小
学
校
で
の
躾
は
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
」
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
躾
は
歴
史
と
文
化
に
支
え
ら
れ

行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
の
で
す

か
ら
、
う
ま
く
で
き
な
い
の
は
当
た

り
前
で
す
。

躾
け
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、

ほ
め
る
こ
と
を
繰
り
返
さ
せ
る
こ
と

で
す
。「
○
○
ち
ゃ
ん
は
い
い
子
ね
。

明
日
使
う
教
科
書
を
揃
え
ら
れ
ま
し

た
ね
」
な
ど
と
、
ほ
め
な
が
ら
躾
け

ま
す
。「
あ
な
た
は
い
い
子
だ
か
ら
、

き
っ
と
で
き
る
わ
ね
」
と
、
自
主
性

に
訴
え
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
大

好
き
な
お
母
さ
ん
の
期
待
に
応
え
よ

う
と
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
頑
張
り

ま
す
。
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
の
細
胞
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
、
教
科
書
を
準
備
す
る
行
動
の
パ

タ
ー
ン
が
で
き
上
が
り
ま
す
。
す
る

と
、
教
科
書
を
準
備
し
な
い
と
気
持
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このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。

Spring  Vocabulary�
春に関する単語集�

�
melt　とける�
The snow melts.�
　雪がとける。��
mud　泥�
The snow melts and turns the ground into mud.�
　雪がとけて地面が泥になる。��
bud　芽、つぼみ�
You can see the buds on the trees.�
　木のつぼみが見えます。��
bloom　花が咲く�
Soon the buds will bloom.�
　間もなくつぼみが開くでしょう。��
blossom　（木、庭木の）花�
The cherry blossoms in Ikawa are beautiful.�
　井川町の桜の花は美しい。��
flower　花�
Tulips are spring flowers.�
　チューリップは春の花です。��
warm　暖かい�
In spring, the weather becomes warm.�
　春には天候が暖かくなる。��
breeze　そよ風�
In springs, the winter wind becomes a nice 
breeze.�
　春には冬の風がさわやかなそよ風になる。��
leaf（leaves）　葉�
The leaves will grow back on the trees.�
　その木の葉はまた生えてくる。��
seed（seeds）　種�
I will plant seeds in my garden next month.�
　私は来月、庭に種を植えます。�

校長先生の一言一句が
胸に染みます

～中学校

みんな、こんなに
大きくなりました
「先生、ありがとう」

～子どもセンター

お父さん、お母さんも
感慨ひとしおです

～小学校

３月12日　中学校　　　　　57名
３月15日　小学校　　　　　56名
３月16日　子どもセンター　48名　

穏やかに晴れ渡った早春。
それぞれの学舎からそれぞれが感謝を胸に
巣立っていきました。ご卒業おめでとう!!

公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

のいい顔 み～つけた！街

ち
が
落
ち
着
か
ず
、
す
る
こ
と
が
喜

び
と
な
り
ま
す
。

本
を
読
む
習
慣
を
付
け
た
い
。
決

め
ら
れ
た
時
間
に
勉
強
さ
せ
た
い
、

例
え
よ
い
目
標
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

子
の
体
力
や
能
力
、
性
格
を
無
視
す

る
と
、
負
担
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

反
対
に
嫌
い
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

効
果
的
な
躾
を
す
る
た
め
に
学
級

担
任
の
先
生
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て

下
さ
い
。
家
庭
で
の
様
子
、
教
室
で

の
言
動
を
相
互
に
連
絡
し
合
う
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
時
点
で
一
番
大
切
な

躾
が
効
果
的
に
指
導
で
き
る
と
思
い

ま
す
。「
筆
箱
の
中
の
鉛
筆
を
揃
え
ら

れ
ま
し
た
」
と
連
絡
帳
で
知
ら
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
担
任
は
「
え
ら
い

ね
」
と
ほ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
い
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
見
て
、
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
く
れ

る
人
に
対
し
、
子
ど
も
は
信
頼
し
、

耳
を
傾
け
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
実
現

し
よ
う
と
し
ま
す
。

躾
は
「
心
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
お
子
様
の
性
格
や
能

力
、
体
力
に
合
わ
せ
て
、「
心
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
」
が
身
に
付
き
ま
す
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
校
と
の
連
携
の
下
に

生
活
習
慣
を

井
川
小
学
校
校
長
　
大
竹
　
　
東

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

わが子に伝える「絶対語感」
小学校の不思議な常識
世界の子育てーとっておきの知恵650
老い方練習帳
以上、現場からでした
ひとが否定されないルール──妹ソマへ
野ばら
歳三　往きてまた
美しき日々
対談・筑紫哲也「この国の行方」
「花」を描こう 春・夏・秋・冬
実践、料理のヘソ
懐かしく新鮮、和の手芸
失敗しない野菜づくり入門

外山滋比古著／飛鳥新社

保育所を考える親の会ＯＢ組

中井知恵訳／ＰＨＰ

早川一光著／角川書店

安藤優子著／マガジンハウス

日木流奈／講談社

林真理子／文藝春秋

秋川香乃／文芸社

ユン・ソンヒ／ＮＨＫ出版

集英社

丹羽聡子／マール社

小林カツ代／文藝春秋

ＮＨＫ出版

主婦の友社

大人向けの本

４
月
の
公
民
館
活
動
�

会　場�

公　民　館�

公　民　館�

公　民　館�

公　民　館�

公　民　館�

教室・講座�

英　会　話　教　室�

シュリーンのクッキング教室�

お茶を楽しむ会�

３　Ｂ　体　操　講　座�

絵　手　紙　講　座�

開催日・時間�

�

21日（水）　　　　14：00�

27日（火）　15：00、19：00�

7、21日（水）　　　10：00�

8、22日（木）　　　　9：30

6、13、20日（火）�
　　　　　18：30、19：50

スポーツの楽しさを知り、スポーツを通して健康な身体
と心、友だちづくりを･･･。
○野球　　○男子・女子ミニバスケットボール
○柔道　　○剣道　　○相撲　　○空手道
小学校を通して、募集を行います。詳しくは、そのパ
ンフレットをご覧ください。

合同入団式　 ４月２２日(木) 午後６時
G場所 町民体育館

井川町スポーツ少年団
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母校を中心に前進
～中学校同窓会入会式～

３/５�

井川中学校同窓会入会式が行われ、今年度卒業生56

名が入会しました。式典では、昭和３３年以来２４年

間に渡り同会長を務められた湊利典さん（羽立）に感

謝状が贈られました。

前会長の湊さんは「百里を行く者は九十里を半ばと

す。」という言葉を引用して卒業生を激励し、新会長を

森田潔さん（小今戸）にバトンタッチされました。

新入会員の中学生には、同窓会から記念品が贈られ、

代表して伊藤貴史君が誓いの言葉を述べました。井川

中学校同窓会員数は5,200名余りの会員となりました。

成長期に必要な運動は

２/29

町では、文部科学省の指定を受け、運動部活動地域

連携実践事業に取り組んでいて、その一環として「基

礎体力トレーニング講習会」が行われました。

この講習会は、生涯にわたりスポーツに親しめるよ

うスポーツ医・科学に関して指導理論や実践法を学ぶ

もので、子どもたちやスポーツ指導者130名が参加して

行われました。

内容は「成長期に必要な基礎体力」と題した講演が

行われ、演習では「柔軟性・敏捷性を高めるトレーニ

ング」として、ＳＡＱトレーニングが紹介されました。

アメリカで開発されたというこのトレーニング法はみ

んなの注目を集めていました。

作って食べるとおいしいよ
～春休みこども料理教室～

３/25

コミュニティセンターでは、春休みの３月２５

日、小学生を対象とした料理教室を開きました。

今、地産地消や食育など食に関することが取り

ざたされていますが、子どもの時から食に関心を

持ってもらうように、地域活動でも取り上げ、町

栄養士さんから食事についてのお話を聞き、実際

自分たちで調理してみました。

参加した３２名の子どもたちは、グループに分

かれ、ギョーザやカップケーキを作って、みんな

満足です。

食べ過ぎないように、栄養のバランスのとれた

食事をしましょうね。

栄養を考えて食べやすく
～高齢者食生活教室～

3/12・17・19

お年寄りの方々が食生活の面からも生き生き

と元気で過ごせるように、毎日の食事の栄養や

食べやすい献立を学んでもらう、高齢者食生活

教室が開かれました。

「ゆうゆう」での教室では、集まったお年寄

り６０名に試食をしていただき、町公民館での

教室には、高齢者を介護する方々８名が、調理

実習をしました。

献立は「うなぎの柳川風丼」と「青菜とツナ

のさっと煮」。

食べやすいように食材を柔らかく、細かくし、

味付けも塩分控えめ。保健師や栄養士のお話に

耳を傾けていました。

♪今日は楽しいひな祭り♪
～子どもセンターひなまつり会～

３/３�

女の子の幸せと成長を願って行われるひなま

つり。子どもセンターでは、寸劇を見たり歌を

うたったりしてお祝いしました。白酒ならぬカ

ルピスと雛あられがおやつに出て、雛あられの

優しい色遣いが女の子のお祭りを象徴している

かのようでした。雛あられは４色で彩られ、春

夏秋冬を表しているのだそうです。１年中健康

でいられますようにという願いが込められてい

ます。

おらほの公民館　エエな！
～海老沢百万遍念仏講～

３/17

海老沢町内では、地域のお年寄りたちが、新しい

公民館分館が完成したことを祝い、新公民館で百万

遍念仏を行いました。地域の末永い繁栄と幸せを願

い、これまでは彼岸の入り、中日、彼岸明けとお彼

岸の３日間、町内の神社で行っていました。

この日集まった老婦人は３０名。鐘と太鼓を叩く

人を中央に数珠をもつ人たちが囲んで、「ナンマイダ

ーッ」と唱え、数珠を回しながら拝礼します。

老婦人たちは「えがったﾅ」「ええ公民館だな」「新

し公民館見るのこれが最後だべ」などと口々に喜び

ながら念仏を唱えました。

百万遍の音色は、幸せとともに春を運んできます。

湊前会長さんは、24年間生徒の卒業を見守ってきました

男の子も、女の子

も、ギョーザ作り

に真剣です

「分量は？」「薄味にしないとネ」
「老老介護だな」…和気あいあいです

「百万遍念仏講」は百年も前から
女性たちによって、引き継がれてきました

大広間の中央に祀られた仏様
たくさんのお供物が並びます

桃の節句は女の
子の成長を願っ
たものです



直
が
従
来
通
り
の
対
応
で
診
療
し
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

診
療
所
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
受

診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

井
川
町
診
療
所

（
有
）
４
３
９
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
７
４
―
２
２
１
５

町
で
は
、
平
成
十
六
年
度
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
の
集
団
検
診
を
左
記
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
は
、
循
環
器
健
診
と
同
時
に
実
施

し
な
い
で
、
単
独
で
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
受
診
す
る
方
は
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
持
参
す
る
も
の

・
通
知
書
・
問
診
票

・
受
診
料

子
宮
が
ん
１
、
３
０
０
円

乳
が
ん
　
　

５
０
０
円

・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
方
は

ス
カ
ー
ト
の
着
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
課
（
有
）
４
４
３
２

健
康
セ
ン
タ
ー
（
有
）
４
４
５
５

井
川
町
診
療
所
で
は
、
土
曜
日
・

日
曜
日
の
宿
直
を
四
月
か
ら
廃
止
し

ま
す
。

今
ま
で
は
、
平
日
の
日
中
は
も
ち

ろ
ん
、
土
曜
・
日
曜
の
日
中
は
日
直

が
、
夜
間
で
も
宿
直
の
看
護
師
が
い

て
、
町
民
の
方
の
診
療
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
十
六
年
四
月
以

降
、
土
曜
・
日
曜
の
宿
直
を
お
か
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
土
曜
・
日
曜
の
日
中
は
日

４月�

役場の電話番号・メールアドレス�

総　　　務　　　課�
soumu@town.ikawa.akita.jp

URL http://www.town.ikawa.akita.jp/�
ホームページに関すること�
webmaster@town.ikawa.akita.jp

出　　　納　　　室�
suitou@town.ikawa.akita.jp

情　　　報　　　課�
jouhou@town.ikawa.akita.jp

税　　　務　　　課�
zeimu@town.ikawa.akita.jp

町　民　課（戸籍）�

町　　　民　　　課�
tyoumin@town.ikawa.akita.jp

健　　　康　　　課�
kenkou@town.ikawa.akita.jp

産　　　業　　　課�
sangyou@town.ikawa.akita.jp

農　業　委　員　会�
nougyou@town.ikawa.akita.jp

建　　　設　　　課�
kensetu@town.ikawa.akita.jp

水　　　道　　　課�
suidou@town.ikawa.akita.jp

歴　史　民　俗　資　料　館�

教　育　委　員　会�
kyouiku@town.ikawa.akita.jp

議　会　事　務　局�
gikai@town.ikawa.akita.jp
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国
保
井
川
町
診
療
所

土
・
日
宿
直
廃
止〜４

月
か
ら

井川町消防団では、毎月10日、事故０
ゼロ

デー
にちなんで、各消防団積載車での防火巡回
を行います。当日の夕方、巡回は赤色灯を
点灯しながら、鐘を鳴らして、防火など地
域の安全を呼びかけることになりました。
各分団の担当地区を巡回しますので、本当
の火事とお間違いのないようにお願いします。

毎月10日

消防団積載車巡回

平成16年度�
子宮がん・乳がん検診日程�

受付時間：午後1時30分～2時30分�

大台・井内・仲台�井内児童館�

会　場�期　日� 対　象　町　内�

4月14日（水）�

15日（木）�

16日（金）�

20日（火）�

21日（水）�

22日（木）�

コミュニティ�
セ　ン　タ　ー�

町民体育館�

小今戸公民館�

健康センター�

健康センター�街道・羽立�

今戸・小今戸・新屋敷�

大麦・寺沢・綱木沢�
葹田・館岡・赤沢�

海老沢・上村・中下村�
小竹花・田中・さくら�

八幡・大倉・保野子�
横岡・坂本・大野地�
宇治木・小泉・新間�

平成
16年　春の全国交通安全運動

4月6日（火）～15日（木）�

平成16年４月１日から、児童手当制度が拡充されました。
支給対象年齢が小学校第３学年修了前（９歳到達後最初の年
度末）まで拡大されます。
新たに児童手当等を受けようとする児童の保護者は、認定
請求の手続きが必要です。
なお、改正に伴う新規請求は、法施行日より平成16年９
月30日まで受け付けたものに限り、特例的に４月１日（ま
たは支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

平成16年３月31日まで、当該児童に係る児童手当を受給
していた方は、手続きの必要はありません。それ以外で受給
資格がある場合は、認定請求や額改定認定請求が必要です。

現在、児童手当を受給していない方は認定請求、受給して
いる方は額改定請求が必要です。
なお、認定に必要な添付書類を提出していただくこともあ
ります。
また、所得が一定以上の場合は支給されないこともありま
す。
対象者へは通知を郵送します。
詳しくは、役場町民課

（有）４４４１
TEL ８７４－４４１６

井川町の飲酒運転違反者検挙件数が１～２月中
に早くも４件発生し、全県67位となりました。
（３月も数件の違反者が検挙されているようです）
昨年は一年間で８件発生したものの、全県20位
と大変良い成績だっただけに非常に残念な状況で
す。
飲酒運転は犯罪です。このことを家族、地域、
社会など至る所で話し合い、酒を飲んでからの車
の運転は絶対にしないよう心がけてください。
飲酒運転による事故は本人の人生を狂わせるだ
けでなく、その家族や会社にまで悲劇を招きます。

「酒酔い運転」……違反点25点で、一発・免許取消。
３年以下の懲役又は50万円以
下の罰金。

「酒気帯び運転」…違反点13点で、一発・免許停止。
1年以下の懲役又は30万円以
下の罰金。

飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

・飲酒した人に運転を命じたり、運転を頼んだり
してはいけません。
・飲酒した人に車を貸してはいけません。
・車を運転する人に酒類を提供してはいけませ
ん。

平成16年度小学校入学児童の保護者へ
（平成９年４月２日～10年４月１日生）

平成16年度小学校２・３年生の児童の保護者へ
（平成７年４月２日～９年４月１日生）

４月２５日（日）
★彫刻鑑賞会（13時～国花苑内）

４月２９日（木）
★歌と踊りの集い　
★ヤートセ秋田　　　　
★フリーマーケット（芝生広場）
★お茶会（定住センター後ろ）
★全県選抜少年野球大会（9時～町民球場）

日本国花苑�

信号が切替わります

小学校3年生まで�
支給拡大�

飲酒運転

検挙者急増!!

信号が変わります
国道７号線
今戸・海老沢入口交差点

国道七号線と今戸・海老沢入り口交差点の信号
が変わります。今までは国道優先で今戸方面から
の車を感知して信号が変わっていましたが、今後
からは定周式信号に変わります。注意して通行し
ましょう。
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４日(日)

５日(月)

６日(火)

７日(水)

14日(水)

16日(金)

24日(土)

25日(日)

29日(火)

4月の�
全町一斉清掃日（5：30～）

小・中学校始業式

小学校入学式（10：00）

中学校入学式（13：30）

こどもセンター入園式（10：00）

・中学校授業参観・PTA総会

・子宮がん、乳がん検診（～22日）

町内会長会議（14：30～、役場）

・日本国花苑桜まつり（～5/5）

・中学校郡春季体育大会（～25日）

彫刻鑑賞会（13：00～、国花苑）

・歌と踊りの集い＆ヤートセ秋田
（10：00～、国花苑）

・全県選抜少年野球大会
（９：00～、町民球場）

テレフォンカードが当たる

広報クイズ №153

◆今月の問題
(1)平成16年度井川町一般会計の予算額は
いくらですか。

(2)３月定例議会では何人の方が一般質問
をしましたか。

(3)秋田県飲酒運転追放競争では、井川町
は２月末現在第何位ですか。

◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
４月20日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方にテレフ
ォンカードをプレゼントします。
前回の答えは、(1)社会に適応した行動

ができるようにすること　(2)井川町食生
活推進協議会　(3)５回目
当選者は次の通りです。松田　悟（新屋
敷）、三浦哲男（綱木沢）外木　実（神奈
川県）さんにテレフォンカードを送ります。
たくさんの応募をお待ちしています。

　町では、平成16年度食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します。健
康な生活を送るためには毎日の食事が大切です。食材のもつ栄養や、年齢や
体調に会わせた必要量などを学び、家族の食事づくりに役立てましょう。�
　40時間の講習を受けると「ヘルスメイト」として、地域で活動もできます。
地域のみんなを誘って参加して下さい。�
申　込　期　日　４月２０日�
お問い合わせ　健康センター�
　　　　　　（有）４４５５　　TEL874－3300

すくすく学　級・乳児健診�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�月　　日�

健　康　相　談�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

事　業　名�

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：00～�
　17：00

対　　　象　　　者� 内　　　　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成16年１月生まれ�
身体計測・保健指導�
離乳について（試食）�

９：30～９：45�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成15年12月・９月�
６月・４月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

13：30～�
　14：00

受付時間�

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�
会　　場�内　　　　　　　　容�

骨密度測定�
健康、栄養に関する相談等�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、�
情報交換、相談（栄養、歯科）もできます�

月　　日�

４月　５　日�
19日�
(月)

４月　5　・12日�
19・26日�

毎週月曜日　�

診　療　所�

三　種　混　合　予　防　接　種�
会　　場�対　　象　　者�

１期初回・15年4月1日～15年12月31日生�
　　　　・７歳６カ月未満で未実施の子�

月　　日�

４月　８　日�
(木)�

５月　６　日�
(木)�

６月　７　日�
(月)

４月27日(火)

１期初回・16年4月1日～15年12月31日生�
　　　　・７歳６カ月未満で未実施の子�
１期追加・１期初回（3回）終了後から�
　　　　　1年経た子�

食生活改善推進員養成講座�
～受講生募集～�

保健だより●４月分

今月のお知らせ�――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.town.ikawa.akita.jp/
――――――――――――――――――――
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp
――――――――――――――――――――

湊　彩葉
いろは

ちゃん

（大　倉）

石坂　華
はな

ちゃん

（街　道）

三浦　諒
りょう

ちゃん

（大　倉）

藤田　楓
かえで

ちゃん

（さくら）

津田航佑
こうすけ

ちゃん

（小今戸）

高橋勇輝
ゆうき

ちゃん

（大　台）

藤田晴彦
はるひこ

ちゃん

（新屋敷）

石坂真呼
ま こ

ちゃん

（井　内）

畠山晃輝
こうき

ちゃん

（大　倉）

ぼくたちむしば
なかったよ
１歳６ヶ月児健診でむし歯の
なかった子どもたちです。

医療法人「正和会」では、標記講座

を開催し、受講生を募集します。

◇対象 全日程の受講が可能な50歳

までの方　

◇人員 60名

◇日程 5月11日（火）～9月11日（土）

◇会場 正和会会議室

◇資格 全研修を修了した方には、修

了証書・修了証明書を授与、

ホームヘルパーとしての活

動ができます。

（当会の新規事業において、

職員を採用する場合は、応

募の機会を提供します）

◇受講料 35,000円

（教材費は自己負担です）

◇申込期間 4月1日（木）～15日（木）

◇申込書の請求・問い合わせ

医療法人正和会（ほのぼの苑）

TEL８７７－７１１０

◇受験資格

・昭和50年４月２日～58年４月１

日生の者

・昭和58年４月２日以降生で平成

17年３月までに大学を卒業する

見込みのある者

◇試験の程度 大学卒業程度

◇１次試験

日程　６月13日（日）

８：45～18：00

場所　秋田経済法科大学

40周年記念館

◇申込用紙請求先

全国の労働局、労働基準監督署、

人事院地方事務局

◇試験申込受付

４月１日（木）～16日（金）

◇申込先

〒010-0951

秋田市山王7丁目1－3 秋田合同庁舎

秋田労働局総務課　

TEL８６２－６６８１　内線424

◇受験資格

・昭和52年４月2日～58年4月1日

生の者

・昭和58年４月２日以降生で平成

17年３月までに大学を卒業する

見込みのある者

◇申込用紙請求先

各税務署総務課

◇１次試験

日程　６月13日（日）

内容　教養・専門

◇試験申込受付

４月１日～16日（金）

◇申込先・お問い合わせ

仙台国税局人事第２課

TEl２６３－１１１１　内線3236

◇受験資格　20歳以上26歳未満の男女

◇採用数　陸海空自衛官

男約270名(全国)

女約20名

◇受付　４月５日（月）～５月11日（火）

◇試験日　５月22日（土）～23日（日）

◇試験会場　秋田市

◇申込先・お問い合わせ

秋田地方連絡部募集案内所

TEL864－4929・824－5976

◆ホームヘルパー２級
養成講座受講者募集

◆労働基準監督官

◆国税専門官

平成16年度
◆自衛隊幹部候補生募集

国
内
で
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
発
生
し
、

不
安
や
混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
が
、
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
食
品
に
つ
い
て

・
鶏
卵
を
「
生
」
で
食
べ
て
も
健
康
を
損
な
う
こ

と
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
不
安
な
方
は
加
熱
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
鶏
肉
は
充
分
加
熱
し
て
食
べ
て
下
さ
い
。

●
感
染
に
つ
い
て

・
人
の
体
内
に
大
量
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
た
場
合

ご
く
希
に
罹
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
鳥
が
死
ん
で
い
た
ら

・
生
き
物
で
す
か
ら
い
つ
か
は
死
に
ま
す
。
原
因

を
よ
く
見
極
め
て
冷
静
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

・
鳥
が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合

は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は
、
保
健
所
に
ご
相

談
下
さ
い
。

秋田県山火事予防運動
4月1日（木）～5月31日（月）

火事に注意！ ～空気が乾燥してきています～

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

鳥
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フ
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エ
ン
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い
て

　
　
　
　
　
　
に
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い
て�

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ�

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て�

試
食
も
大
事
な
学
習
で
す

春の火災予防運動
4月4日（日）～10日（土）

昨年は井川町でも林野火災が発生し、

200万円余りの損害がでています。こ

れからの季節、入山者も多くなります。

火の元には気をつけて下さい。

その油断

火から炎へ　災いへ



半田幸輝君（羽立）

能代高校（３年）

柔道部

21 20

みんなのひろば

159

ん
な
と
き
支
え
て
く
れ
た
の
が
両
親

で
す
。
お
父
さ
ん
は
父
兄
会
の
代
表

と
し
て
遠
征
や
合
宿
を
サ
ポ
ー
ト
、

お
母
さ
ん
は
光
輝
君
の
ス
ト
レ
ス
を

受
け
止
め
る
こ
と
で
、
次
の
大
会
へ

向
け
て
の
厳
し
い
練
習
に
立
ち
向
か

う
心
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

ま
も
な
く
高
校
生
最
後
の
夏
を
迎

え
ま
す
。
目
指
す
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
？
。「
い
え
、
高
校
の
レ
ベ
ル
で
は

３
位
ぐ
ら
い
だ
か
ら
・
・
。」
と
謙
遜
。

「
で
も
個
人
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
な
。」
本
番
ま

で
後
３
カ
月
。
最
後
の
力
を
振
り
絞

っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

違
和
感
な
く
自
然
に
始
め
て
い
た
と

か
。
今
で
は
１
７
６
セ
ン
チ
、
81
キ

ロ
、
全
県
学
年
別
選
手
権
大
会
で
優

勝
す
る
た
く
ま
し
い
高
校
生
に
な
り

ま
し
た
。

中
学
校
時
代
も
全
県
新
人
大
会
で

優
勝
す
る
な
ど
す
ば
ら
し
い
成
績
を

残
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
の
一
番
の

戦
い
は
、
自
分
の
体
調
を
整
え
る
こ

と
で
し
た
。
大
会
を
前
に
し
て
腰
や

足
を
痛
め
る
こ
と
が
多
く
、
思
う
存

分
力
を
発
揮
で
き
な
い
で
い
た
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
練
習
も
厳
し
く
つ
ら

い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

お
姉
さ
ん
二
人
と
と
も
に
育
っ
た

幸
輝
君
は
優
し
く
か
わ
い
い
坊
や
で

し
た
。
柔
道
も
お
姉
さ
ん
の
練
習
や

試
合
を
応
援
に
行
っ
て
い
る
う
ち
に
、

安
田
　
弥
音
ね

ね

ち
ゃ
ん
（
右
）（
一
歳
）

夏か

音お
ん

ち
ゃ
ん
（
左
）（
三
歳
）

父
・
雅
　
人
さ
ん

寺
内
町
内
（
母
・
美
　
雪
さ
ん
）

よちよち歩きで
お姉ちゃんを
おいかけてばかり…。
まねっこ大好き
とても元気なねね

．．
です

６００字で�

　　　ひとこと�

94

何よりも眩しく

伊　藤　　　泉 （今　戸）

に
卒
業
証
書
を
も
ら
っ
た
姿
に
熱
く
こ

み
あ
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

六
年
間
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
毎
日
一
歩
、

一
歩
と
進
ん
で
き
た
息
子
。
今
度
は
、

少
し
ば
か
り
大
き
い
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
息
子
に
私
達
夫
婦
は
、

何
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
い
つ
も
、
息
子
の
心
を
ギ
ュ

と
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
、
ど
ん
な
と
き

も
、
何
で
も
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い

る
親
の
背
中
を
見
せ
て
あ
げ
る
こ
と
だ

と
、
改
め
て
思
い
ま
す
。

卒
業
式
の
朝
、
学
校
の
坂
道
を
登
り
、

ふ
っ
と
見
上
げ
た
空
に
は
眩
し
い
ば
か

り
の
陽
が
差
し
て
い
ま
し
た
。
思
わ
ず

目
を
細
め
ま
し
た
が
、
私
に
は
前
を
歩

く
学
生
服
姿
の
息
子
が
、
何
よ
り
眩
し

く
映
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

根
が
つ
く
か
し
ら
と
思
い
ま
し
た
が
、

丁
寧
に
手
を
か
け
て
も
ら
っ
た
お
か
げ

で
、
し
っ
か
り
と
我
が
家
の
庭
に
根
づ

き
ま
し
た
。
細
い
苗
は
、
ま
る
で
よ
う

や
く
親
の
手
を
少
し
は
な
れ
、
小
さ
な

一
歩
を
自
分
の
力
で
歩
き
始
め
た
息
子

の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。

次
の
春
。
杏
は
か
わ
い
い
花
を
そ
の

細
い
枝
に
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
と
咲
か
せ

ま
し
た
。
二
年
、
三
年
と
た
つ
う
ち
に

多
く
の
実
を
つ
け
、
毎
年
、
そ
の
実
を

採
り
祖
母
に
漬
け
て
も
ら
い
、
ほ
ん
の

り
す
っ
ぱ
い
実
を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お

ば
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
も
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
る
季
節
が
近
づ
い
て
き
た
と
、
庭

の
手
入
れ
を
は
じ
め
た
祖
父
の
姿
に
六

年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

三
月
十
五
日
小
学
校
卒
業
式
、
立
派

時
の
流
れ
る
の
は
、
早
い
も
の
で
、

四
月
、
体
よ
り
大
き
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
、
息
子
の
手
を
ひ
い
て
登
っ

た
坂
道
。
入
学
の
記
念
に
と
町
か
ら
い

た
だ
い
た
杏
の
木
の
苗
を
手
に
パ
チ
リ

と
写
真
を
撮
っ
て
、
も
う
六
年
で
す
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
息
子
は
、
苗
を
植
え

て
も
ら
い
大
喜
び
を
し
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
あ
の
時
の
苗
は
細
く
、

伊藤　群さん（上村）
プロ野球選手になり
三冠王になりたいで
す。

伊藤　諄さん（上村）
化学者になり、化学
ノーベル賞をとりた
いです。

石井竜太さん（八田）
練習をいっぱいして
野球選手になり試合
で活躍したい。

伊藤智奈美さん（今戸）
美容師になり、かみ
を可愛く切ってあげ
たい。

伊藤詩織さん（今戸）
イラストレーターに
なり、いろんな絵を
書きたい。

伊藤　梓さん（横岡）
看護師になり、みん
なを助けて世の中を
明るくしたい。

薄
暗
き
空
が
次
第
に
晴
れ
渡
り
朝
日
が
昇
り
今
日
も
始
ま
る

部
屋
内
で
タ
バ
コ
吸
う
な
と
幼
言
う
換
気
扇
回
し
息
子
は
煙
満
た
し
い
る

父
訪
ね
遠
廻
り
し
て
帰
る
道
蕗
の
と
う
香
る
母
の
命
日

誕
生
日
に
さ
く
ら
会
よ
り
戴
き
て
一
冬
咲
い
て
元
気
を
貰
う

啓
蟄
と
テ
レ
ビ
が
告
げ
る
こ
の
朝
に
雪
花
と
な
る
木
木
を
眺
む
る

コ
ウ
コ
ウ
と
鳴
き
て
頭
上
を
渡
り
行
く
白
鳥
の
羽
陽
に
煌
め
け
り

「
君
が
代
」
を
口
ず
さ
む
と
き
お
の
ず
か
ら
姿
勢
を
正
す
わ
れ
に
気
づ
け
る

ク
ロ
ッ
カ
ス
の
花
を
閉
ざ
し
め
風
花
は
弥
生
の
空
を
ゆ
る
く
お
ち
く
る

友
逝
き
て
最
後
の
別
れ
と
弔
え
ど
も
心
に
消
え
ず
あ
り
し
面
影

雪
消
え
の
土
手
よ
り
摘
み
し
蕗
の
と
う
の
ほ
ろ
に
が
き
味
春
一
番
に

雛
壇
に
蕾
ふ
く
ら
む
桃
の
花
巣
立
ち
行
く
子
の
話
多
く
な
る

番
犬
の
役
に
も
た
た
ぬ
ひ
と
の
良
き
犬
な
れ
ど
留
守
番
を
言
い
つ
け
て
来
ぬ

伊
藤
　
陽
子

小
林
　
タ
ミ

伊
藤
千
代
美

工
藤
　
美
穂

児
玉
千
代
子

遠
藤
恵
美
子

小
林
　
喜
作

斎
藤
　
眞
人

鈴
木
　
鉱
造

渡
部
　
光
造

伊
藤
ミ
ヤ
子

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草

幼
稚
園
一
年
生
で
す
。

初
め
て
の
集
団
生
活
。
た
く
さ
ん

の
お
友
達
と
砂
遊
び
が
で
き
る
こ
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

三
月
に
は
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま

し
た
。
好
き
嫌
い
の
な
い
し
っ
か
り

者
の
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

お
母
さ
ん
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
赤

い
靴
を
何
度
も
履
い
て
、
入
園
式
を

待
っ
て
い
ま
す
。

森
田
有
羽
ち
ゃ
ん
（
小
今
戸
）


